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平成26年度予算　一般会計97億円に	
新中学校建設場所で反対討論多数　僅差で可決	
常任委員会審議内容	

一般質問　土曜授業導入へ	

町民インタビュー	
　　　合併10周年を迎えるにあたって

2

10
11

13

20

３月定例会

「いっぱい　な～れ」
（東郷小学校３年生の梨作り体験学習）
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10％
民生費が３分の１を占める

�

■自主財源　　町に皆さんが納めるお金
■依存財源　　国や県からもらえるお金
�
■繰 入 金　　貯金を取り崩して支払いにあてるお金
■国庫支出金　国から使いみちが決められたお金

用語説明

▶町税予算額の前年度比較

町　　　税

税　　　目 26年度 前年比（△は減額をあらわす）

固定資産税 6億3643万円 533万円

個人町民税 5億4254万円 1194万円

法人町民税 4432万円 △38万円

そ　の　他 1億7519万円 560万円

合　　　計 13億9848万円 2249万円

増

　平成26年度は、湯梨浜
町誕生10周年という節目
の年。
　この10年を振り返り、
東郷地域の新保育園建設工
事や、新中学校建設など、
町の魅力アップを図るた
め、良きは伸ばし、足らざ
るは補いながら、更なる湯
梨浜町の発展に努める。

平成26年度町長施政方針 
(概略)

前年
 度比

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
歳
入
予
算
97
億
円

の
う
ち
、
町
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
「
自

主
財
源
」
は
約
24
％
に
な
っ
て
お
り
、
総
額

の
４
分
の
３
以
上
を
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
が
占
め
て
い
る
。

歳
入

⃝民生費：高齢者、障がい者、保育園などに使われるお金

地方消費税交付金
1億5028万円

2％

地方交付税
44億1000万円

45％

国庫支出金
8億6319万円

9%

県支出金
7億3668万円

8％

町債
11億6990万円

12％

その他１
9045万円
1%

その他２
6億3154万円

6％

町税
13億9848万円

14％

繰入金
2億6944万円

3%

依存財源
76％

自主財源
24％

一般会計
歳入97億円
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97平成26年度
一般会計予算

�

■総務費
人件費、防災費用、選挙費用など
に使われるお金
■衛生費
健診、予防接種などの健康推進や
ごみ処理などに使われるお金
■公債費
借金返済に使うお金
■物件費
賃金、旅費、委託料、交際費など
に使うお金
■扶助費
福祉手当、児童手当などに使うお
金

用語説明

▶主な特別会計予算

会　計　名 26　年　度 前　年　比
(△は減額を表す)

国民健康保険事業 19億3475万円 3462万円

後期高齢者医療 1億7089万円 152万円

介護保険 17億6396万円 2968万円

温泉事業 1393万円 △137万円

下水道事業 11億4395万円 7051万円

農業集落排水処理事業 1億8252万円 △6727万円

簡易水道事業 3614万円 △549万円

国民宿舎事業
事業収入 3億5420万円 1478万円

事業支出 3億4445万円 849万円

水道事業
事業収入 1億9278万円 889万円

事業支出 1億8691万円 642万円

可決億
円
を

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
福
祉
な
ど
に
使

わ
れ
る
民
生
費
が
約
33
％
と
総
額
の
約
３
分

の
１
を
占
め
て
お
り
、
子
育
て
世
代
や
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
を
拡
充
す

る
事
業
に
使
わ
れ
る
。

歳
出

　３月定例会は、10日から24日までの15日間の会期で開か
れました。
　町長提出議案は、平成26年度一般会計及び特別会計予算
をはじめ25年度補正予算など53議案、議員提出議案（意見
書）１件が出され、採決の結果、平成26年度予算など４議
案が賛成多数で、他の議案は全会一致で可決しました。
　一般質問では、７人が町政全般にわたり質問をしました。

総務費,
12億7496万円

13％

民生費,
31億7696万円

33％

歳出
（科目別）

衛生費,
6億1805万円

6％農林水産業費,
4億5576万円

5％

土木費,
9億5537万円
10％

教育費,
10億4255万円

11％

公債費,
16億1994万円

16％

その他,
5億7639万円

6％

歳出
（性質別）

人件費,
14億2885万円

15％

物件費,
11億7594万円

12％
維持補修費,
6954万円
1％

扶助費,
13億3777万円

14％

補助費等,
10億5585万円

11％

公債等,
16億1994万円

17％

積立金,
6040万円
0.6％

投資及び出資金,
2660万円
0.2％

貸付金,
2億3086万円

2％
繰出金,

11億5937万円
12％

普通建設事業費,
15億1964万円

16％

予備費,
3520万円　0.3％
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着手中学校建設に設
◦東郷地域新保育施設建設事業 �  5億3778万円

◦道路新設改良事業 �  2億220万円

◦新子ども・子育て支援事業 �  693万円

◦天女のふる里づくり事業 �  443万円

◦陸上養殖起業支援事業 �  2250万円

継続事業

工事の無事を祈って
（東郷地域新保育施設起工式）

安全な通行へ道路改良（景宗寺長和田線）

建設が進む陸上養殖施設（泊漁港内）
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平成26年度の
おもな事業 待望の新

◦新中学校建設事業 �  3億9840万円
　　新中学校建設に向けて、用地買収費用や基本設計費用など
◦町制施行10周年記念事業
　�　�町政施行10周年記念式典（143万円）、グラウンド・ゴルフ国際交流大会補
助金（55万円）、キングカメハメハデー事業補助金（350万円）など、各種
イベントを予定

◦スクールバス購入事業 �  2463万円
◦地域にぎわい創出事業 �  374万円
◦働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業 �  246万円
◦がんばる農家プラン事業 �  1865万円

新規事業

いちご栽培に励む農家

買い替え予定のスクールバス

受診率の向上を

10周年記念イベントに参加予定の
町観光大使 ブラザートムさん
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平
成
２６
年
度
予
算
は
、
予

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

３
月
１４
日
・
１７
日
の
二
日
間
、

一
般
会
計
を
は
じ
め
１８
会
計

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

審
議
内
容
の
一
部
は
、
次

の
と
お
り
。

小
学
校
に

�

エ
ア
コ
ン
設
置

Ｑ　

東
郷
小
学
校
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
羽
合
小
学
校
、
泊
小

学
校
に
は
設
置
し
な
い
の
か
。

Ａ　

東
郷
小
学
校
の
５
年
生

と
６
年
生
の
教
室
に
設
置
す

る
。
羽
合
小
学
校
と
泊
小
学

校
は
、
年
次
計
画
で
順
次
設

置
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

エ
ア
コ
ン
に
関
し
て

は
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
の
問

題
で
あ
る
。
新
中
学
校
建
設

の
と
き
に
、
生
か
す
べ
き
で

あ
る
。

Ａ　

エ
ア
コ
ン
に
関
し
て

は
、
各
小
学
校
の
環
境
に
差

が
あ
る
。
泊
小
学
校
は
、
比

較
的
通
風
が
よ
い
。

　

対
応
の
ス
ピ
ー
ド
に
関
し

て
は
、
反
省
し
て
い
る
。

　

羽
合
小
学
校
も
、
高
温
に

な
る
教
室
が
あ
り
、
計
画
的

に
改
善
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

中
学
生
議
会
で
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
要
望
が
あ
っ
た

が
、
ど
う
と
ら
え
た
の
か
。

Ａ　

新
中
学
校
に
は
設
置
を

考
え
た
い
。

万
全
な
危
機
管
理
へ

Ｑ　

防
災
担
当
課
の
設
置
を
。

Ａ　

現
在
、
総
務
課
防
災
担

当
参
事
が
あ
た
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
、
県
な
ど
と
と
も

に
地
域
に
出
向
き
、
具
体
的

な
避
難
方
法
を
提
供
す
る
予

定
。

Ｑ　

消
防
署
な
ど
の
退
職
者

を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
危

機
管
理
に
対
応
す
る
部
署
が

必
要
で
は
。

Ａ　

専
門
知
識
を
有
す
る
Ｏ

Ｂ
の
活
用
は
、
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。

Ｑ　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
た
避
難
訓
練
は
。

Ａ　

泊
小
学
校
で
は
、
年
に

１
回
高
台
に
避
難
す
る
訓
練

を
し
て
い
る
。

　

東
郷
中
も
、
高
台
へ
の
避

難
訓
練
を
し
て
い
る
な
ど
、

各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

厳
格
な
予
算
組
み
を

Ｑ　

次
世
代
鳥
取
梨
ブ
ラ
ン

ド
創
出
事
業
に
つ
い
て
、
毎

年
予
算
が
余
っ
て
減
額
さ
れ

て
い
る
。
平
成
２６
年
度
も
前

年
度
よ
り
８
３
０
万
円
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
。

Ａ　

前
年
度
実
績
を
も
と
に

予
算
計
上
し
た
。

　

６
月
に
、
再
度
農
家
に
確

認
す
る
予
定
で
、
補
正
予
算

も
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

事
業
を
や
め
た
人
に

も
、
理
由
を
聞
き
、
事
業
の

検
証
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

事
業
計
画
は
、
Ｊ
Ａ
だ

け
に
頼
ら
ず
、
役
場
か
ら
も

出
向
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

町
と
し
て
も
基
幹
産
業
と

考
え
、
補
正
予
算
を
組
む
く

ら
い
に
Ｊ
Ａ
果
実
部
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。

基幹産業の更なる育成へ

暑くて勉強に支障がある東郷小学校

質疑あれこれ
平成26年度予算特別委員会
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

�

充
実
を

Ｑ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
。
学
校
で
の
子
ど
も

の
状
態
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
病
気
の
子
ど
も
へ

の
対
応
は
。

Ａ　

学
校
で
の
特
筆
す
べ
き

状
況
は
、
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
ク
ラ
ブ
で
の
様
子

が
不
安
定
だ
っ
た
場
合
、
学

校
へ
の
連
絡
も
す
る
。

　

病
気
中
は
、
受
け
入
れ
を

し
な
い
。

Ｑ　

具
体
的
に
施
設
運
営
の

予
算
は
ど
う
つ
け
て
い
る
の

か
。

Ａ　

教
育
の
要
素
は
な
く
、

安
全
に
預
か
る
場
所
で
あ

り
、他
の
ク
ラ
ブ
と
の
協
議
、

保
育
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
、
保

育
士
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
助
言
の
機

会
も
設
け
た
。
予
算
に
施
設

の
大
き
な
修
繕
は
組
ん
で
い

な
い
。

Ｑ　

保
護
者
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
位
置
づ
け
が
認

知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
と

保
護
者
の
認
識
の
ず
れ
が
あ

る
。
親
の
責
任
、
役
割
を
明

確
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の

で
は
。

Ａ　

本
来
の
目
的
に
そ
っ
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

仲
人
を
公
募

Ｑ　

結
婚
相
談
や
出
会
い
の

機
会
創
出(

縁
結
び)

を
支
援

す
る
「
仲
人
」
を
公
募
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、プ
ロ（
仕

事
と
し
て
い
る
人
）
も
登
録

で
き
る
の
か
。

Ａ　

プ
ロ
の
方
は
考
え
て
い

な
い
。

　

縁
結
び
と
し
て
出
会
い
の

場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
結

婚
が
決
定
し
た
時
に「
仲
人
」

に
お
礼(

縁
結
び
奨
励
金)

を

お
支
払
い
す
る
。
登
録
の
際

に
説
明
し
た
い
。

Ｑ　

年
齢
、性
別
な
ど
、「
仲

人
」
の
資
格
は
。
結
婚
後
に

町
外
に
住
む
カ
ッ
プ
ル
の
場

合
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

登
録
人
の
性
別
、
年
齢

は
問
わ
な
い
。

　

人
口
増
が
目
的
な
の
で
、

町
外
に
出
て
い
っ
た
場
合
、

対
象
に
は
な
ら
な
い
。

太
陽
光
発
電
の
推
進
を

Ｑ　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
対

し
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

予
算
の
減
額
は
消
極
的
な
姿

勢
で
は
な
い
か
。

Ａ　

平
成
２５
年
度
実
績
を
も

と
に
予
算
計
上
し
た
。
設
置

要
望
が
あ
れ
ば
補
正
予
算
で

対
応
し
た
い
。

更
に
経
費
節
減
を

Ｑ　

業
務
用
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
、
ソ
フ
ト
更
新
を
町

単
独
で
は
な
く
、
広
域
的
に

行
い
、
コ
ス
ト
削
減
で
き
な

い
か
。

Ａ　

更
新
費
用
に
つ
い
て

は
、国
に
要
望
し
て
い
る
が
、

ま
だ
成
果
は
み
え
な
い
。

　

ま
た
、
町
ご
と
に
更
新
年

次
や
ソ
フ
ト
が
違
う
こ
と
も

あ
り
、
研
究
し
な
が
ら
経
費

を
削
減
し
た
い
。

住宅に設置された太陽光発電パネル

元気に遊ぶ子ども達（放課後児童クラブ）
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ど
う
な
る
住
民
自
治

Ｑ　

自
治
基
本
条
例
の
策
定

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ　

自
治
基
本
条
例
の
策
定

を
行
う
検
討
委
員
を
平
成
２５

年
１０
名
程
度
募
集
し
た
が
、

１
名
の
応
募
し
か
な
く
、
委

員
会
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
推
薦
な
ど
で
進
め

て
い
く
予
定
。

Ｑ　

ど
う
し
て
住
民
自
治
が

高
ま
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

呼
び
か
け
が
き
ち
ん
と

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
と
思
う
。

　

住
民
参
画
、
協
働
と
い
う

意
味
で
は
進
ん
で
い
る
と
思

う
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

情
報
を
流
し
て
い
た
が
、

も
っ
と
積
極
的
に
し
た
い
。

３
歳
未
満
児
受
入
れ
は

Ｑ　

花
見
コ
ミ
ュ
テ
ィ
に
新

幼
保
一
体
化
施
設
を
建
て
る

時
に
、
松
崎
幼
稚
園
を
改
修

し
、
３
歳
未
満
児
受
け
入
れ

を
す
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た

は
ず
だ
が
。

Ａ　

松
崎
幼
稚
園
に
３
歳
未

満
児
を
通
わ
せ
た
い
保
護
者

の
方
に
は
、
当
面
、
新
施
設

に
通
え
な
い
か
聞
い
て
み
た

い
。

　

今
後
は
、
費
用
の
検
討
を

行
い
、
６
月
議
会
ま
で
に
は

方
針
を
出
し
た
い
。

一
．
審
査
内
容

　

本
町
の
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、
総
予
算
額
は

９７
億
２
、０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
１０
・
７
％
の
増
額

と
な
り
、
新
中
学
校
建
設
や
東
郷
地
域
新
保
育
所
建
設
な
ど

の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
会
計
ご
と
に
委
員
一
同
慎
重
審
査
の

結
果
、
18
会
計
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
決
し
た
。

　

な
お
、
審
査
の
経
過
の
中
で
、
東
日
本
大
震
災
３
年
目
を

迎
え
、
地
域
防
災
計
画
や
装
備
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
要
介

護
者
等
の
要
援
護
者
に
対
す
る
災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど
、

地
域
に
合
っ
た
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
と
指
摘

し
た
。

　

教
育
関
係
で
は
、
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
不
登
校
の
問

題
な
ど
、
重
要
か
つ
喫
緊
の
問
題
と
捉
え
、
対
策
を
図
ら
れ

た
い
。
ま
た
、
土
曜
日
の
教
育
活
動
推
進
や
新
中
学
校
建
設

事
業
に
対
し
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
配
慮
を
要
望
す
る
。

そ
の
他
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
制
十
周
年
記
念
事
業
の
事

業
内
容
の
明
瞭
化
、
天
女
の
ふ
る
里
づ
く
り
事
業
の
情
報
提

供
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

二
．
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果

議
案
第
４
号
（
７
／
１０
）
起
立
採
決
（
賛
成
議
員
／
出
席
議

員
）
の
数　

原
案
可
決

議
案
第
５
号
～
議
案
第
２１
号　

全
会
一
致　

原
案
可
決

松崎幼稚園のよい子のみんな

平
成
二
十
六
年
度
予
算
特
別
委
員
会
報
告
（
概
要
）
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補
正
予
算

☆
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
０
７
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額

を
９２
億
５
６
７
６
万
円
と
す

る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
工
事
及
び

委
託
料
等
の
請
負
差
額
な
ど

に
よ
る
減
額
補
正
、
各
種
負

担
金
の
確
定
に
伴
う
増
額
補

正
、
事
業
費
の
確
定
・
見
直

し
に
よ
る
増
額
補
正
な
ど
。

　

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
な
ど
、
合
計

１３
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
た
。

条
例
改
正

☆
湯
梨
浜
町
非
常
勤
消
防
団

員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
退
職
報
償
金
の
支

給
額
を
増
額
す
る
も
の
。

☆
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
、
プ
ラ

ザ
部
分
を
中
央
公
民
館
羽
合

分
館
と
位
置
づ
け
、
条
例
か

ら
削
除
す
る
。

　

ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の
利
用
促

進
の
た
め
、
平
日
の
ホ
ー
ル

使
用
料
を
減
額
す
る
も
の
。

☆�「
と
ま
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
ふ
る
里
公
園
」

☆
「
ハ
ワ
イ
ゆ
～
た
う
ん
」

☆
「
龍
鳳
閣
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
回
数
券
の
設
定
、

利
用
料
の
変
更
な
ど
を
す
る

も
の
。

☆
湯
梨
浜
町
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
し
、
相
談
体

制
を
一
本
化
し
、
教
育
相
談

員
の
月
額
報
酬
を
引
き
上
げ

る
も
の
。

そ
の
他

☆「
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
変
更

　

合
併
特
例
債
の
使
用
期
間

を
延
長
し
、
新
中
学
校
建
設

な
ど
の
た
め
、「
新
町
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
変
更
す
る

も
の
。

☆
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
　

温
泉
児
童
館
の
建
物
と
土

地
に
つ
い
て
、
は
わ
い
温
泉

区
会
に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
。

　

地
区
公
民
館
の
建
物
を
、

田
後
区
、
橋
津
区
・
上
橋
津

区
・
赤
池
区
、
宇
野
区
の
各

区
に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
。

　

退
職
金
を
増
額

ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
の

�

利
用
促
進
へ

施
設
の
利
用
促
進
へ

相
談
体
制
の
一
本
化

無償譲渡される温泉児童館

湯梨浜町消防団出初式
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☆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

契
約
の
目
的

　

�

東
郷
地
域
新
保
育
施
設
建

設
本
体
工
事

契
約
の
金
額

　

３
億
７
千
７６
万
円

契
約
の
相
手
方

　

�

高
野
組
・
岡
崎
組
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体　

　

代
表
構
成
員　

　

株
式
会
社　

高
野
組

　

代
表
取
締
役　

高
力　

久
美

契
約
の
目
的

　

�

東
郷
地
域
新
保
育
施
設
建

設
機
械
設
備
工
事

契
約
の
金
額

　

８
千
１
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　

�

中
海
工
業　

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

村
上　

啓
文

☆
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告

　

源
泉
徴
収
票
の
錯
誤
に
よ

り
、
相
手
方
に
損
害
を
与
え

た
た
め
、
損
害
賠
償
に
つ
い

て
和
解
し
、
金
額
を
決
定
し

た
。

人
事
案
件

　

次
の
人
事
案
件
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
、
適
任

と
し
た
。�

（
敬
称
略
）

◇
副
町
長

　
　

仙
賀　

芳
友(

佐
美)

任
期(

平
成
２６
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
３０
年
３
月
３１
日)

◇
人
権
擁
護
委
員(

候
補)

　
　

小
泉　

信
子(

泊)

議案の内容
（○：賛成　×：反対）

増　

井

寺　

地

河　

田

浜　

中

入　

江

松　

岡

酒　

井

上　

野

浦　

木

会　

見

米　

田

光　

井

湯梨浜町一般会計予算 × ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ －

湯梨浜町国民健康保険事業特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

湯梨浜町後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

湯梨浜町介護保険特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※上記以外の50議案(全54議案)は全会一致で可決及び同意しました。

本会議議案採決結果

一般会計予算の採決を前に、中学校の建設場所をめ

ぐって反対討論３名、賛成討論１名あり。

採決の結果、賛成６、反対５で一般会計予算を可決した。

ゆりはま議会　　第 42 号　　10PB　　ゆりはま議会　　第 42 号

CW6_T4102D06_M.indd   10 2014/04/18   15:47:51



総
務
産
業
常
任
委
員
会

３
月
18
日
ほ
か
３
回

早
期
開
通
に
向
け
て

◇
筒
地
原
線
経
過
報
告

　

平
成
24
年
４
月
に
町
道
筒

地
原
線
で
大
き
な
亀
裂
が
発

見
さ
れ
、
現
在
も
通
行
規
制

が
続
い
て
い
る
。
翌
年
10
月

に
は
、
隣
接
す
る
県
道
で
も

亀
裂
が
発
生
。
町
で
は
新
年

度
予
算
に
調
査
・
解
析
の
た

め
に
３
千
万
円
を
計
上
し
て

お
り
、
年
度
末
に
は
県
と
対

策
を
協
議
し
、
方
針
を
決
定

す
る
。

Ｑ　

年
度
末
に
は
何
ら
か
の

決
定
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
大
き
な
工
事
が
予
想

さ
れ
そ
う
か
。
今
後
も
随
時

報
告
を
受
け
た
い
。

Ａ　

解
析
は
県
に
や
っ
て
も

ら
お
う
と
考
え
て
お
り
、
早

期
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
。

�

合
併
特
例
債
を�

�

有
効
に
使
う
た
め
に

◇
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

　

平
成
15
年
11
月
の
合
併
協

議
会
で
承
認
を
得
て
策
定
し

た「
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
変
更
す
る
。

　

合
併
特
例
債
を
使
え
る
期

間
を
、
平
成
31
年
３
月
ま
で

期
間
延
長
す
る
。

　

ま
た
、
内
容
の
変
更
と
し

て
、
新
設
さ
れ
る
中
学
校
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
内
容
な
ど

を
事
業
に
含
め
た
。

Ｑ　

平
成
26
年
で
終
わ
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
期
間
延
長

で
変
更
す
る
も
の
か
。

Ａ　

合
併
特
例
債
を
適
用
す

る
た
め
に
は
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

５
年
間
延
長
し
、
中
学
校

だ
け
で
は
な
く
、
他
の
事
業

に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

橋
津
川
の
健
全
化
へ

◇�

橋
津
川
の
不
法
係
留
を�

排
除
へ

　

橋
津
川
に
お
け
る
船
舶
の

不
法
係
留
撤
去
へ
の
取
組
み

経
過
と
し
て
、
県
と
の
打
ち

合
わ
せ
、
漁
協
組
合
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、
沈
没
船

の
引
き
上
げ
作
業
や
不
法
係

留
船
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

Ｑ　

東
郷
池
に
船
溜
ま
り
が

８
か
所
あ
る
。
停
船
で
き
る

位
置
は
あ
る
わ
け
だ
が
、
余

裕
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
将
来

的
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

も
料
金
を
と
っ
て
停
め
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
発
想

は
な
い
の
か
。

Ａ　

東
郷
湖
漁
協
を
中
心
に 

10
隻
く
ら
い
余
裕
が
あ
る
。

潮
止
め
堰
は
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
の
出
入
り
に
あ
わ
せ

た
開
閉
は
で
き
な
い
。
堰
の

外
に
停
め
る
の
が
原
則
。

奨
励
金
制
度
の
活
用

◇
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置

　

町
内
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設

置
状
況
に
つ
い
て
、
現
在
５

カ
所
が
稼
働
中
あ
る
い
は
稼

働
予
定
。
町
内
企
業
、
町
外

企
業
と
も
奨
励
金
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
活
用
さ
れ
て

い
る
。

Ｑ　

町
内
に
お
い
て
、
企
業

が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
し

て
い
る
が
、
町
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

誘
致
で
雇
用
が
生
ま
れ

れ
ば
い
い
が
、
太
陽
光
発
電

に
は
常
勤
の
雇
用
が
な
い
。

固
定
資
産
税
が
入
っ
て
く
る
。

亀裂が進行する筒地原線（筒地）

やまない不法係留（橋津川）

常
任
委
員
会
審
議
内
容

◆

◆
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田
後
保
育
所
の�

�
将
来
構
想
は

◇
ま
ず
は
遊
戯
室
を
拡
張

　

平
成
26
年
度
の
予
算
で
、

田
後
保
育
所
の
遊
戯
室
の
拡

張
を
計
画
し
て
い
る
。
園
庭

に
は
り
出
し
て
、63
㎡
拡
張
。

鉄
骨
造
り
で
、
床
の
張
り
替

え
も
含
め
て
約
２
千
万
円
。

Ｑ　

補
助
金
な
ど
を
使
わ
な

い
町
単
独
の
事
業
に
な
る
の

か
。 

Ａ　

今
の
と
こ
ろ
単
独
事
業

と
考
え
て
い
る
。
県
の
補
助

事
業
を
考
え
て
い
た
が
、
現

行
の
基
準
に
あ
わ
せ
る
と
、

工
事
費
が
増
え
る
。 

Ｑ　

田
後
保
育
所
本
体
の
耐

用
年
限
が
近
い
う
ち
に
く
る

の
で
は
な
い
か
。
長
期
的
に

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

Ａ　

昭
和
57
年
に
建
築
さ

れ
、
今
年
で
耐
用
年
限
が
来

る
。
平
成
23
年
度
に
調
理
室

を
作
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で

は
新
築
移
転
な
し
と
い
う
方

針
で
あ
っ
た
が
、
将
来
的
に

新
築
移
転
を
視
野
に
入
れ

て
、
最
低
限
の
補
修
を
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

松
崎
幼
稚
園
の�

�

方
向
性
は

◇�

３
歳
未
満
児
の
早
期
受
入

れ
を

　

東
郷
地
域
の
保
育
所
・
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

東
郷
保
育
所
と
花
見
保
育
所

が
統
合
し
て
、
幼
保
一
体
化

施
設
と
な
る
予
定
で
、
現
在

花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
敷
地
内

で
建
設
工
事
中
。

　

松
崎
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
３
歳
未
満
児
の
受
入
れ

を
行
っ
て
い
な
い
が
、
以
前

か
ら
、
受
入
れ
要
望
が
出
て

お
り
、「
住
民
と
議
会
の
意

見
交
換
会
」
で
も
要
望
が

あ
っ
た
。

Ｑ　

松
崎
幼
稚
園
の
３
歳
未

満
児
の
受
入
れ
は
、
進
め
て

い
く
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　

花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

建
つ
幼
保
一
体
化
施
設
の
動

向
を
見
極
め
、
湯
梨
浜
町
全

体
で
方
向
付
け
を
し
、
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

Ｑ　

松
崎
幼
稚
園
は
、
定
員

に
満
た
な
い
。
園
舎
を
改
造

し
て
、
３
歳
未
満
の
園
児
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

平
成
26
年
度
予
算
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
、
真
摯
に
考
え
て
い
き

た
い
。

い
じ
め
の

�

早
期
対
応
に
向
け

◇�

い
じ
め
防
止
対
策�

基
本
方
針
の
策
定
へ

　

平
成
25
年
成
立
の
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
を
受
け
、

湯
梨
浜
町
に
お
い
て
は
、
い

じ
め
防
止
な
ど
の
た
め
の
対

策
を
相
互
的
に
か
つ
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
の
「
湯
梨

浜
町
い
じ
め
防
止
対
策
基
本

方
針
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

Ｑ　

学
校
が
設
置
す
る
、
い

じ
め
防
止
な
ど
を
担
う
「
い

じ
め
対
策
委
員
会
」
の
構
成

に
つ
い
て
。
学
校
長
の
判
断

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
メ
ン

バ
ー
が
入
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
第
３
者
で
あ
る
地
域
の

人
を
入
れ
た
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
中
に
、

地
域
の
人
も
入
っ
て
い
る
と

解
釈
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

情
報
は
地
域
か
ら
集
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

地
域
の
人
も
入
れ
る
と
明
記

し
た
方
が
い
い
。

　

学
校
公
開
を
し
て
も
、
普

段
か
ら
関
わ
り
が
な
い
と
、

孫
も
い
な
い
人
は
学
校
に
行

こ
う
と
は
思
わ
な
い
。

Ａ　

委
員
会
に
来
ら
れ
る
方

の
費
用
弁
償
な
ど
を
ど
う
す

る
か
検
討
し
て
み
る
。
平
成

26
年
度
の
早
い
時
期
に
、
予

算
を
つ
け
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

い
じ
め
問
題
を
段
階
分

け
し
て
、
対
応
を
定
め
て
い

る
が
、
初
期
の
段
階
で
も
重

大
な
事
態
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

実
際
の
現
場
で
は
、
段

階
分
け
が
難
し
い
と
思
う
。

　

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
段

階
を
飛
び
越
え
た
対
応
が
大

原
則
だ
と
思
う
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
月
18
日
ほ
か
３
回

拡張が予定されている遊戯室（田後保育所）
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上野昭二 積極的に土曜日授業の導入を 13

松岡昭博 ①松枯れ対策の強化を 14
②鳥獣被害防止対策の強化を

米田強美 ①町民との信頼関係を良好に 15
②臨時職員の労働条件の向上を

増井久美 ①国の長寿命化方針をとり入れては 16
②米の減反廃止の影響は

酒井幸雄 １日でも早く安全な中学校へ 17

ページ

浦木　靖 健康で安心して暮らせるために 17

入江　誠 「ふるさと納税」　次の一手の検討を 18

積
極
的
に
土
曜
授
業
の
導
入
を

教
師
に
よ
る
授
業
に
取
り
組
む

QA

―質問事項―

　平成26年３月定例会の一般質問は、
第３日目の３月12日（水）に行われた。

　

こ
れ
ま
で
県
内
で
い
ち
早

く
全
ク
ラ
ス
少
人
数
学
級
に

取
組
み
、
最
大
目
標
で
あ
る

基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指

し
、
全
面
的
に
支
援
し
て
来

た
。　

　

そ
の
成
果
の
物
差
し
が

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
だ
が
、

平
成
19
年
度
か
ら
の
結
果
で

は
成
果
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に

年
々
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い

る
。

　

こ
の
際
、
目
標
達
成
の
た

め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

積
極
的
に
土
曜
授
業
の
導
入

を
要
請
す
る
が
、
教
育
委
員

会
の
姿
勢
を
問
う
。

　

町
長
は
学
力
の
現
状
を
ど

の
様
に
感
じ
て
い
る
か
。
ま

た
、
土
曜
授
業
の
導
入
に
つ

い
て
、
ど
の
様
な
考
え
方
な

の
か
問
う
。

答
弁
（
町
長
）

　

土
曜
授
業
は
、
教
育
委
員

会
で
学
校
と
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
検
討
中
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
実
施
と
な
れ
ば
予

算
面
で
の
対
応
な
ど
協
力
は

お
し
ま
な
い
。

　

学
力
に
つ
い
て
は
結
果
を

ふ
ま
え
、
学
校
ご
と
に
方
策

を
と
る
と
聞
い
て
い
る
。

答
弁
（
教
育
委
員
長
）

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

各
小
中
学
校
に
お
い
て
具
体

的
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

少
人
数
学
級
は
、
き
め
細

や
か
な
指
導
が
可
能
と
な

り
、
学
校
生
活
や
、
人
間
関

係
へ
の
円
滑
な
対
応
が
図
ら

れ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

学
力
向
上
策
は
、
土
曜
授

業
と
は
別
に
検
討
し
て
い

く
。　　
　

　

土
曜
授
業
は
、
教
育
課
程

に
位
置
付
け
た
教
師
に
よ
る

授
業
に
取
り
組
み
た
い
。

上野昭二

公開授業の様子（北溟中）

町政を問う!一般
質問
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森
林
は
、
法
律
に
基
づ
き

「
保
安
林
」、「
高
度
公
益
機

能
森
林
」
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
海
岸
部
で
は
マ
ツ
ク
イ

ム
シ
被
害
が
多
く
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
っ
て
来
た
の
か
。

　

周
辺
の
人
は
、
風
が
強
く

な
り
、
飛
砂
も
多
く
な
り
、

こ
れ
以
上
被
害
が
広
が
ら
な

い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

復
元
対
策
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
防
除

は
ど
う
す
る
の
か
問
う
。

　

本
町
に
お
け
る
平
成
24
年

度
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
、

６
３
０
万
円
強
と
過
去
最
悪

と
な
っ
て
い
る
。町
は
、「
被

害
防
止
計
画
」
を
策
定
し
、

従
来
の
対
策
の
課
題
を
踏
ま

え
た
取
組
み
を
計
画
し
て
い

松
枯
れ
対
策
の
強
化
を

県
と
連
携
し
て
取
り
組
む

QA

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化
を

地
域
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
活
動

を
実
施

QA

答
弁
（
町
長
）

　

海
岸
部
の
松
林
は
、「
高

度
公
益
機
能
森
林
」
で
県
が

対
策
を
実
施
、
農
薬
の
地
上

散
布
・
伐
倒
駆
除
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

泊
地
域
の
海
岸
部
は
区
有

地
で
、
町
が
区
よ
り
委
託
を

受
け
防
除
事
業
を
実
施
。

　

復
元
対
策
は
、保
育
事
業
、

保
安
林
改
良
事
業
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

　

松
枯
れ
は
美
し
い
景
観
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
水
源

の
保
全
や
飛
砂
、
強
風
防
止

に
大
き
く
影
響
す
る
。

　

今
後
も
県
と
密
に
連
絡
を

取
り
、
防
除
に
努
め
る
と
と

も
に
、
松
枯
れ
に
強
い
黒
松

苗
の
植
樹
を
要
望
し
て
い
く
。

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
方
法
で
進
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
「
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
協
議

会
」
で
防
除
方
法
を
検
討
し

て
い
る
が
、
こ
の
協
議
会
も

集
落
な
ど
に
出
向
き
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
組
む
た
め
の
具

体
策
を
一
緒
に
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
額

は
、
平
成
25
年
度
約
５
３
０

万
円
が
見
込
ま
れ
、
依
然
深

刻
な
状
況
で
あ
る
。

　

狩
猟
免
許
者
の
高
齢
化
も

あ
り
、
町
協
議
会
を
中
心
に

新
規
の
方
を
発
掘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
事
組
合
長
会
議

や
、
東
郷
果
実
部
支
部
長
会

に
担
当
者
が
出
向
き
、
鳥
獣

対
策
を
説
明
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
は
国
の
事
業

を
活
用
し
、「
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
」
を
結
成
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
活
動

と
し
て
、
捕
獲
器
の
購
入
や

鳥
獣
の
捕
獲
・
追
い
払
い
を

行
う
。

松岡昭博

マツクイムシ防除の地上散布（石脇）

「イノシシ入るな」侵入防止柵（川上）
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「
役
場
か
ら
通
知
が
来
た

が
、
専
門
用
語
で
理
解
で
き

な
か
っ
た
」
と
、
聞
い
た
。

町
民
（
読
み
手
）
の
立
場
に

立
っ
た
仕
事
が
で
き
て
い
る

の
か
問
う
。　

　

①
意
識
改
革
と
資
質
向
上

に
向
け
研
修
を
行
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
研
修
の
現
状
と

成
果
は
ど
う
か
。

　

②
業
務
に
追
わ
れ
上
質
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い

の
で
は
。
職
員
の
配
置
は
適

正
か
。
年
次
有
給
休
暇
は
と

れ
て
い
る
か
。

　

③
人
事
評
価
が
、
意
欲
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　

幼
保
一
体
化
に
向
け
、
保

育
と
教
育
の
充
実
に
対
す
る

取
り
組
み
は
評
価
で
き
る

が
、
反
面
、
そ
れ
を
支
え
る

職
員
の
負
担
が
大
き
い
の
で

は
。　

　

①
人
件
費
抑
制
の
も
と
、

町
民
と
の
信
頼
関
係
を
良
好
に

研
修
に
よ
り
資
質
向
上
を
は
か
る

QA

臨
時
職
員
の
労
働
条
件
の
向
上
を

月
給
制
を
検
討

QA

答
弁
（
町
長
）

　

役
場
か
ら
の
通
知
文
書
な

ど
に
つ
い
て
は
、
誰
か
ら
も

わ
か
り
や
す
い
文
書
で
あ
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
。今
後
、

気
を
付
け
て
い
き
た
い
。

　

①
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ

別
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
職
員
の
資
質
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

　

②
平
成
27
年
度
当
初
の
採

用
者
を
加
え
る
と
、
概
ね
計

画
通
り
の
職
員
数
で
あ
り
、

適
切
な
人
員
配
置
を
心
が
け

て
い
る
。
年
次
有
給
休
暇
日

数
は
平
均
す
る
と
半
分
も
使

用
し
て
い
な
い
。

　

③
平
成
24
年
12
月
か
ら
、

評
価
結
果
を
勤
勉
手
当
に
反

映
し
、
１
年
の
成
果
が
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

臨
時
職
員
が
非
常
に
多
い
。

担
任
は
、
責
任
を
考
慮
す
る

と
正
職
員
が
望
ま
し
い
の
で

は
。

　

②
構
造
特
区
申
請
で
任
用

期
間
は
延
長
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
良
い
人
材
確
保
の
た
め

に
も
、
一
歩
す
す
め
て
給
与

を
月
給
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

③
一
般
臨
時
職
員
も
、
人

材
確
保
と
安
定
し
た
雇
用
を

担
保
す
る
た
め
に
も
、
任
用

期
間
の
考
慮
を
。

答
弁
（
町
長
）

　

①
平
成
27
年
４
月
は
正
職

員
の
担
任
配
置
率
は
74
・

２
％
で
、
平
成
28
年
４
月
に

は
82
・
８
％
に
な
り
、
時
間

は
か
か
る
が
正
規
職
員
に
よ

る
担
任
の
姿
に
近
づ
く
と

思
っ
て
い
る
。

　

②
月
給
制
に
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て

み
た
い
。
賃
金
単
価
は
中
部

他
町
と
比
較
し
て
も
高
い
方

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

③
一
般
臨
時
職
員
の
任
用

期
間
を
１
年
以
上
に
延
長
す

る
こ
と
は
地
方
公
務
員
法
に

よ
り
困
難
で
あ
る
。

米田強美

町民に信頼される職員へ（辞令交付式）

楽しいおやつタイム（花見保育所）
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平
成
26
年
２
月
12
日
の
新

聞
に
「
国
が
自
治
体
支
援
」

「
建
て
替
え
か
ら
改
修
へ
転

換
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て

い
た
。

　

国
の
長
寿
命
化
で
い
く

と
、
７
割
の
補
助
が
出
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
合
併
特

例
債
よ
り
も
良
い
条
件
だ
と

思
う
が
、
新
築
で
は
な
く
改

修
へ
転
換
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
町
長
提
案
の
長
江

地
区
も
地
盤
は
良
く
な
い
と

思
う
。
き
ち
ん
と
調
査
さ
れ

る
よ
う
要
請
し
た
い
。

　
「
町
長
と
語
る
会
」
で
費

用
に
つ
い
て
の
比
較
表
を
出

さ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

国
の
長
寿
命
化
方
針
を
と
り

入
れ
て
は

新
設
統
合
を
す
る

QA

借
金
を
返
す
の
は
町
民
で
あ

る
。な
る
べ
く
安
価
で
行
い
、

余
っ
た
お
金
は
福
祉
・
教
育

に
ま
わ
す
べ
き
だ
。

答
弁
（
町
長
）

　

国
が
「
長
寿
命
化
改
良
事

業
」
へ
の
手
引
き
を
作
成
し

た
が
、
本
町
は
、
新
設
統
合

を
目
指
し
て
お
り
、
同
事
業

は
活
用
で
き
な
い
。

　

建
設
候
補
地
の
地
盤
に
つ

い
て
は
、
学
校
用
地
を
具
体

的
に
限
定
し
て
い
な
い
。
今

後
、測
量
な
ど
を
行
う
際
に
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
も
、
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現

時
点
で
地
盤
に
つ
い
て
答
え

ら
れ
な
い
。

　
「
町
長
と
語
る
会
」
で
、

財
政
推
計
を
出
さ
な
か
っ
た

の
は
、「
地
方
債
」「
公
債
費
」

「
基
金
」
を
説
明
を
す
る
こ

と
で
、
財
政
状
況
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
と
思
っ
た
。

　

安
倍
首
相
は
、「
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次
会
議
」

で
、「
40
年
以
上
続
い
て
き

た
米
の
減
反
を
廃
止
す
る
」

と
し
た
。

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金

は
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
万

米
の
減
反
廃
止
の
影
響
は

新
制
度
で
対
応

QA

５
千
円
を
、
７
千
５
百
円
に

半
減
し
、
４
年
で
打
ち
切
る

と
し
た
。
生
産
調
整
の
見
直

し
や
、
飼
料
用
米
を
生
産
す

れ
ば
、
交
付
金
を
増
額
す
る

な
ど
と
し
て
い
る
が
、
町
の

農
業
政
策
に
も
大
き
く
影
響

す
る
と
思
う
が
、
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
の

廃
止
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
代

わ
る
日
本
型
直
接
支
払
制
度

が
創
設
さ
れ
、
従
前
の
制
度

に
加
え
、
農
地
維
持
交
付
金

を
追
加
し
、
農
家
が
取
組
み

や
す
い
制
度
に
な
る
予
定
。

そ
の
こ
と
は
、
区
長
会
や
部

落
要
請
に
よ
る
説
明
会
で
活

用
を
促
し
て
い
る
。

　

生
産
調
整
の
見
直
し
に

は
、
農
家
独
自
の
判
断
で
需

要
に
応
じ
た
生
産
が
で
き
る

よ
う
、
適
時
に
受
給
状
況
の

提
供
な
ど
を
整
備
す
る
。

　

飼
料
用
米
を
中
心
に
交
付

金
を
増
額
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
が
圏
域
を
超
え

て
需
要
者
を
開
拓
し
、
積
極

的
な
種
子
確
保
、
ま
た
保
管

施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。

増井久美

今日から１年生（羽合小学校入学式）

どうなる米生産（長江地内）
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１
年
で
も
早
く
安
全
な
中
学
校
へ

最
大
限
の
努
力
を
払
う

QA

　

①
１
年
で
も
早
く
、
安
全

な
中
学
校
へ
と
い
う
声
が
あ

る
が
、
ど
う
応
え
る
の
か
。

　

②
北
溟
中
学
校
の
生
徒

は
、
狭
い
校
地
の
学
校
に
移

る
こ
と
と
な
る
が
、
新
中
学

校
で
は
部
活
動
な
ど
に
、
現

在
よ
り
制
約
が
で
き
る
の
で

は
。

　

③
新
し
い
場
所
で
の
建
設

は
、
あ
ま
り
に
も
財
政
負
担

が
大
き
い
。
将
来
、
町
民
負

担
の
増
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は

と
、
不
安
を
も
つ
住
民
が
多

く
い
る
が
、説
明
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
北
溟
中
学
校
跡
地

利
用
の
考
え
や
、
売
却
す
る

場
合
の
概
算
見
積
り
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

①
一
日
も
早
く
、
生
徒
達

に
安
心
安
全
な
教
育
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
し
て
い
く
。

　

②
統
合
し
た
中
学
校
の
生

徒
数
は
、
４
８
０
人
程
度
で

他
町
の
同
程
度
の
中
学
校
敷

地
面
積
か
ら
見
て
も
十
分
な

規
模
で
あ
る
。

　

③
合
併
特
例
債
の
活
用

や
、
地
方
債
残
高
の
改
善
な

ど
に
よ
り
、
町
民
の
負
担
増

や
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
跡
地
利
用
や
、
売
却
す

る
場
合
の
概
算
見
積
り
に
つ

い
て
は
、
現
在
お
答
え
で
き

な
い
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

②
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
数
の
増
加
な
ど
か

ら
、
生
徒
が
希
望
す
る
新
し

い
部
活
動
の
創
設
も
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

国
保
・
後
期
高
齢
・
介
護

と
医
療
費
が
大
幅
に
増
加

想
法
と
い
っ
た
対
処
法
が
あ

る
が
、
町
の
取
組
み
は
。

　

認
知
症
患
者
が
他
者
に
損

害
を
与
え
た
場
合
の
対
応
は
。

答
弁
（
町
長
）

　

学
習
会
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
各
種
健
康
教
室
・
運
動

教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

　

要
介
護
認
定
者
の
増
加
な

ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
保
険
料

の
値
上
が
り
を
抑
え
る
こ
と

は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

認
知
症
の
人
や
、
家
族
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
て

対
応
す
る
と
と
も
に
、
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
、
予
防
の
普
及
啓
発
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

認
知
症
患
者
が
他
者
に
損

害
を
与
え
た
場
合
は
、
裁
判

所
に
委
ね
る
し
か
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
な
、見
守
り
体
制
を

築
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

認知症学習会（橋津公民館）

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
対
応

QA

酒井幸雄

浦木　靖

し
、
住
民
の
負
担
増
に
な
っ

て
い
る
。そ
の
対
策
と
し
て
、

健
診
率
の
向
上
・
健
診
後
の

フ
ォ
ロ
ー
・
講
演
会
な
ど
学

習
会
の
充
実
が
考
え
ら
れ
る

が
ど
う
か
。

　

認
知
症
の
人
を
地
域
全
体

で
支
え
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
町
づ
く
り
が
大
切
だ
と

考
え
る
。
ま
た
、
認
知
症
を

進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
、
回

新中学校建設予定地(長江周辺)
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ふ
る
さ
と
納
税　
次
の
一
手
の
検
討
を

魅
力
情
報
を
発
信

QA

　

①
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
も
幾

度
と
な
く
一
般
質
問
や
、
全

員
協
議
会
を
通
し
、
提
案
や

提
言
を
し
て
き
た
が
進
度
が

テ
ー
マ(

調
査
地)

①�

直
売
所
及
び
六
次
産
業
化

　
（
千
葉
県
柏
市
・
流
山
市
）

②
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン

　
（
流
山
市
）

③�

国
民
宿
舎
宿
泊
利
用
率
の

向
上
対
策

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里

�
(

千
葉
県
九
十
九
里
町)

①
直
売
所
及
び
六
次
産
業
化

　
「
し
ょ
う
な
ん
」、「
か
し

わ
で
」
と
も
地
元
生
産
者
に

よ
る
農
産
物
の
直
売
所
で
一

般
的
な
施
設
で
あ
る
が
、
中

で
も
、「
か
し
わ
で
」
は
生

産
者
自
身
が
建
物
を
設
置
し

て
お
り
、
農
協
に
依
存
し
な

い
都
市
近
郊
型
農
業
へ
の
意

気
込
み
を
感
じ
た
。

②
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン

　

あ
こ
が
れ
の
街
流
山
市
と

し
て
目
指
す
未
来
の
姿
、「
イ

メ
ー
ジ
が
良
く
知
名
度
も
高

い
街
」
の
実
現
に
向
け
、
共

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
と
考

え
る
。
取
り
込
み
状
況
の
検

証
と
、
次
の
一
手
の
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
か
問
う
。

　

②
町
長
が
平
成
26
年
度
施

政
方
針
で
述
べ
た
、「
ま
ち

づ
く
り
・
町
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
の
施
策
」
と
位

置
づ
け
た
「
天
女
の
ふ
る
里

づ
く
り
事
業
」
の
検
証
・
検

討
を
し
て
い
る
か
。

答
弁
（
町
長
）

　

①
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

実
績
は
、
平
成
25
年
度
、
１

０
２
件
で
約
２
７
４
万
円
の

寄
附
を
い
た
だ
い
た
。
前
年

度
と
比
べ
、
件
数
で
６
・
３

倍
、
金
額
で
は
３
・
５
倍
と

な
っ
た
。

　

６
月
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
入
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
さ
ら
に
町

の
魅
力
情
報
を
発
信
す
る
。

　

②
「
主
要
事
業
進
捗
確
認

会
議
」
を
２
ケ
月
ご
と
に
開

催
し
、
進
捗
度
の
確
認
と
改

善
策
を
図
っ
て
い
る
。

　
「
天
女
の
ふ
る
里
づ
く
り

事
業
」
も
、「
東
郷
湖
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
」、

「
未
来
創
造
会
議
」
を
開
催

し
、
進
捗
状
況
と
、
今
後
の

取
り
組
み
を
確
認
し
て
い
る
。

働
き
子
育
て
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
を
行
っ
て
い
る
。
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の

中
で
も
他
市
町
よ
り
人
口
集

積
が
進
ん
で
お
り
、
共
働
き

子
育
て
世
代
に
向
け
た
総
合

的
な
施
策
が
功
を
奏
し
た
と

思
わ
れ
る
。

③�

国
民
宿
舎
サ
ン
ラ
イ
ズ

九
十
九
里　

　

全
国
の
国
民
宿
舎
の
中

で
、
宿
泊
利
用
率
は
平
成
23

年
度
９
位
か
ら
平
成
24
年
度

３
位(

60
・
８
％)

に
な
っ
て

い
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

入江　誠

　
　
先
進
地
に
学
ぶ
　
視
察
報
告

ふるさと納税お礼の品

農産物直売所(かしわで)

ゆりはま議会　　第 42 号　　18PB　　ゆりはま議会　　第 42 号

CW6_T4102D17_M.indd   18 2014/04/18   14:05:36



件　　　　名 陳　情　者 審査結果

北溟中学校、東郷中学校統合に関する陳情書
北溟地区保護者連合会
� 代表　盛山善人

採　択

計画の統合中学校建設について、鳥取県中部建設業協会、
鳥取県中部建築協議会の会員へ受注機会を与えて戴くよう
求める陳情書

一般社団法人
鳥取県中部建設業協会
� 会長　高力修一
鳥取県中部建築協議会
� 会長　向井康英

採　択

湯梨浜町商工会羽合支所及び長瀬地区公民館の無償譲渡に
ついて

湯梨浜町商工会
� 会長　中島　守
長瀬十区区長会
� 代表区長　信原和裕
長瀬地区公民館
� 館長　井坂正昭

継続審査

「特定秘密の保護に関する法律」（秘密保護法）の廃止を
求める陳情書

憲法改悪反対鳥取県共同
センター
� 代表　田中　暁

採　択
（意見書提出）

特定秘密の保護に関する法律の廃止または抜本的改正を求
める意見書提出の陳情

鳥取県・中部九条の会
� 代表　高多彬臣

採　択
（意見書提出）

法定外公共物の適正な機能管理及び財産管理を求める陳情

上浅津南部区長
� 福山　保
上浅津北部区長
� 西村雅俊

継続審査

◎採択した陳情書については、議員発議で政府に意見書を提出しました。

陳 情 審 査
３月定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

議会では、みなさんの意見・要望をいつでも受け付けています。

☎　35-5341　　FAX　35-3697　　メール　ygikai@yurihama.jp
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合併10周年を迎えるにあたって ～皆さんに聞きました～

町民インタビュー

　湯梨町が誕生して早10年です。行政や教育現場のスリム化が進み、合併し
てよかったと思います。旧町村の意識もやっと薄れて来たのかなと思います。                                         
　当時より少子高齢化が一層進んでいます。辺地での独居生活で通院、買物
に不便を強いられる老人も多い。若者の故郷への定着についても、産業の振
興が必要と思います。
　問題が山積ですが、湯梨浜町の活性化に向けて皆で頑張るしかないと思っ
ています。

中村　博さん
（高辻）

　私事ですが、住所記入の際に欄内に納まるか心配しつつ……「あっ、（スペー
スが）足らない。番地はどこに（書けばいいのか？）」（ということが）よく
あります。小さい字で書けばいいのに。
　私は、小中学校とも、マンモス校に通いました。教職員・同窓生で、面識
のない方があります。息子達は、幼なじみがあり、学年の友達と今でも交流
しています。子ども時代のミニ社会が充実し、助け合う人間関係を作りあげ
ていく過程を経験することが大切だと思います。大人となり、人間関係、社
会とのつながりが、充実する手助けになると思います。

信原尚美さん
（はわい長瀬）

　昭和33年、丸山眞男は「であることとしているということは違う」と警鐘
を鳴らした。ただ制度を固持するだけならそれは民主主義ではないと言うの
だ。合併以降の減熱は確実に住民に沈黙をもたらした。自分の選んだ政治が
自分への疎外をもたらすかもしれないという不安である。議会議員は、私心
を捨てて生きる場に向かう瑞々しさを持たなければ、それはただの特権でし
かない。風は見えなくも風当たりは自分の肌が知る。共有できる具体的なテー
マで疎外の溝を埋める努力を優先してほしい。

徳野明了さん
（宇谷）

　

桜
の
花
の
開
花
も
各
地

か
ら
聞
こ
え
る
気
候
と
な

り
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
議
会
で
は
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算
の

活
発
な
議
論
も
展
開
さ
れ

た
。
特
に
、
中
学
校
統
合

問
題
で
は
白
熱
し
た
議
論

と
な
っ
た
。

　

我
が
町
も
、
10
月
に
は

合
併
10
周
年
を
迎
え
る
。

　

財
政
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い

る
が
、「
合
併
の
意
義
の
検

証
」
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の

充
実
・
検
討
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　

今
こ
そ
、「
均
衡
あ
る
地

域
発
展
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
り
そ
う
だ
。

�

（
記　

入
江
）

広
報
常
任
委
員
会　

�

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

編
集

・
発

行
／

鳥
取

県
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

議
会

　
　

〒
682-0723　

鳥
取

県
東

伯
郡

湯
梨

浜
町

大
字

久
留

19番
地

１
　

　
TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）3697／
E-m

ail：
ygikai@

yuriham
a.jp
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